
いちごドリルプリント

中部地方 名前

問1 日本アルプスを構成する3つの山脈について、北から順に、通称「北アルプス」「中央アルプス」「南アルプス」と呼ばれます。このうち、最も
北側に位置する「北アルプス」の正式名称を選びなさい。 （2024年 長野県公立入試 類似）

1. 赤石山脈 2. 越後山脈 3. 木曽山脈 4. 飛騨山脈

問2 中部地方の農業について述べた次の文を読み、空欄にあてはまる最も適切な用語を答えなさい。「中部地方の各県では、地形や気候の特色を活
かした農業が行われています。農業産出額の統計を見ると、新潟県では稲作が盛んなため『米』が、山梨県では盆地の傾斜地などを利用するた
め『果実』が、長野県や愛知県では『野菜』がそれぞれ大きな割合を占めています。このように、各地域が特定の農産物を重点的に生産する体
制を整えることを（ ）といいます。」 （2017年 奈良県公立入試 類似）

1. 近郊農業 2. 畜産経営 3. 工芸作物の栽培 4. 産地形成

問3 日本の標高を示した資料において、北側の富山県側から順に飛騨山脈、木曽山脈、赤石山脈という3つの険しい山脈が並んでいる地域を指す総称
と、それらの山脈の多くが位置する県の名称の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2019年 大阪府公立入試 類似）

1. 中国山地 ― 岡山県 2. 日本アルプス ― 長野県 3. 奥羽山脈 ― 岩手県 4. 越後山脈 ― 新潟県

問4 飛騨山脈を含む「日本アルプス」と呼ばれる地域の地形的な特徴や位置関係について述べた文として、最も適切なものを選択肢から選んでくだ
さい。 （2017年 山形県公立入試 類似）

1. 標高3000メートル級の火山が円
状に並び、その中心部には大規模な
盆地が形成されている。

2. 北海道の中央部を南北に貫く山脈
であり、冷涼な気候を利用した大規
模な酪農が行われている。

3. 北から順に飛騨、木曽、赤石の各
山脈が南北方向に連なり、日本の屋
根を構成している。

4. 長野県と新潟県の県境を東西に走
る険しい山脈であり、冬の季節風を
遮る役割を果たしている。

問5 北陸新幹線の延伸・開業のように、大都市と地方を結ぶ交通網が発達した際、その地域の観光産業に与える影響を説明したものとして正しいも
のはどれですか。 （2016年 長野県公立入試 類似）

1. 地域固有の景観よりも、駅周辺の
近代的なビル開発のみが観光の目的
となる。

2. 交通網の整備により、地方の特産
品がすべて都市部で生産されるよう
になる。

3. 移動時間の短縮により、日帰り可
能な圏内が拡大し、新たな観光需要
が創出される。

4. 新幹線は貨物輸送を優先するため
、観光客の移動手段としては限定的
な役割になる。

問6 三重県の統計において、工業生産額が10兆円を超える高い水準となっている主な理由として、地理的な背景から説明したものとして最も適切な
ものはどれですか。 （2018年 三重県公立入試 類似）

1. 内陸部に位置する地理的特性を活
かし、高速道路のインターチェンジ
付近に精密機械やIC（統合回路）の
工場が集中しているから。

2. 広大な平野を活用した大規模な稲
作と、それに関連する食品加工業が
産業の大部分を占めているから。

3. 県北部の四日市市などが中京工業
地帯の一角を担い、石油化学コンビ
ナートや自動車関連の工場が集積し
ているから。

4. 県全域が京浜工業地帯に含まれて
おり、東京市場向けの電気機器や出
版・印刷業が極めて盛んであるから
。

問7 日本の諸地域に関する統計において、人口密度が1平方キロメートルあたり約275人で、伝統的工芸品の指定品目数が10品目、外国人延べ宿泊者
数が年間約62万人を記録している北陸地方の県があります。この県を代表する伝統的工芸品の組み合わせとして正しいものを選択してください
。 （2020年 愛知県公立入試 類似）

1. 九谷焼・輪島塗 2. 箱根寄木細工・小田原漆器 3. 南部鉄器・岩谷堂箪笥 4. 琉球漆器・三線

問8 中部地方に位置し、東は東京都、西は京都府や兵庫県へと続く交通の要所に位置する県について述べた文として、正しいものはどれですか。
（2023年 千葉県公立入試 類似）

1. 広大な平野を活かした稲作が盛ん
で、日本一の米の生産量を誇る穀倉
地帯となっている。

2. 温暖な気候と水はけの良い台地の
地形を活かし、牧之原などの地域で
茶の栽培が盛んに行われている。

3. 標高の高い避暑地や高原での経済
活動が中心で、レタスなどの高冷地
野菜の栽培が盛んである。

4. 日本最大の自動車工業の集積地で
あり、豊田市を中心に世界的な輸出
拠点となっている。

問9 愛知県を中心に広がる中京工業地帯が、他の工業地帯を抑えて日本最大の製造品出荷額を誇っている主な理由として、最も適切な説明はどれで
すか。 （2023年 岐阜県公立入試 類似）

1. 自動車産業を中心とした輸送用機
械の製造が極めて盛んであり、関連
企業の集積が進んでいるため。

2. 古くから「東洋のマンチェスター
」と呼ばれ、繊維工業から発展した
総合的な工業地域だから。

3. 広大な埋立地を利用した鉄鋼業や
石油化学コンビナートの生産額が、
他の地域を圧倒しているため。

4. 東京という巨大な消費地に隣接し
ており、印刷業や食料品工業が発達
しているため。

問10 長野盆地周辺の土地利用について、長野駅周辺の市街地から離れた山裾の傾斜地などでリンゴなどの栽培が盛んに行われている理由として、地
理的な環境の観点から説明したものを選びなさい。 （2018年 神奈川県公立入試 類似）

1. 標高が低く水が得やすいため、大
規模な水田開発に適しているため

2. 都市に隣接した平坦な土地であり
、機械による大規模な農作業が容易
なため

3. 冷涼な気候を活かして、キャベツ
などの高冷地野菜を栽培するため

4. 水はけが良く、果樹の栽培に適し
た傾斜地や扇状地が広がっているた
め

問11 中京工業地帯では自動車工業などの輸送用機械の製造が盛んですが、その生産体制を支える仕組みについて述べた文として、最も適切なものを
選択肢から選びなさい。 （2016年 滋賀県公立入試 類似）

1. 大規模な組み立て工場の周辺に、
部品を製造する関連工場が集中して
立地し、効率的な生産を行っている
。

2. 原材料の輸入に有利な港湾部に、
石油化学コンビナートと製鉄所を集
中させ、素材生産を主軸としている
。

3. 古くから伝わる伝統的な技術を継
承するため、小規模な職人の工房が
都市部に密集して生産を行っている
。

4. 高速道路のインターチェンジ付近
に、小型で高価なIC（集積回路）を
製造する工場が分散して立地してい
る。

問12 中部地方の各県を、山脈やフォッサマグナなどの地形的特徴から分類した際、太平洋側に位置する県や北陸地方の県の中に、県名と県庁所在地
の名称が異なるものが含まれます。これに該当する県名と、その県庁所在地の名称を正しく並べたものを選びなさい。 （2017年 奈良県公立入試 類似）

1. 石川県（金沢市）、愛知県（名古
屋市）、山梨県（甲府市）

2. 長野県（松本市）、岐阜県（大垣
市）、静岡県（浜松市）

3. 石川県（輪島市）、愛知県（豊田
市）、山梨県（富士吉田市）

4. 新潟県（新潟市）、富山県（富山
市）、福井県（福井市）


